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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
日
本
國
防
軍
　
　
激
突
日
朝
戦
争

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
３
５
２
Ｈ

【
作
者
名
】

　
双
竜

【
あ
ら
す
じ
】

　
２
０
１
６
年
の
グ
ラ
ン
ド
パ
ニ
ッ
ク
は
多
大
な
恩
恵
と
多
大
な
被
害
を
残
し

た
。
２
０
２
０
年
、
日
本
は
日
本
國
に
変
わ
り
練
度
が
世
界
最
強
の
日
本
國
防

軍
を
創
設
し
た
。
２
０
５
０
年
、
第
３
戦
略
機
動
艦
隊
が
仮
想
敵
国
朝
鮮
民
帝

の
謎
の
攻
撃
を
受
け
甚
大
な
被
害
を
負
う
が
、
反
撃
で
１
隻
撃
沈
。
し
か
し
朝

鮮
の
攻
撃
は
レ
ー
ダ
ー
に
映
っ
て
お
ら
ず
、
日
本
の
攻
撃
だ
け
映
っ
て
た
。
朝

鮮
は
不
当
な
越
境
攻
撃
と
い
う
大
義
名
分
で
日
本
に
宣
戦
布
告
す
る
。
迫
り
く

る
大
軍
、
迎
撃
す
る
日
本
。
今
戦
火
の
火
蓋
が
切
っ
て
お
ろ
さ
れ
た
！
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第
１
話
　
新
生
日
本

※
こ
の
物
語
は
、
全
て
架
空
で
す
。

２
０
１
６
年
８
月
８
日
、
地
球
内
の
謎
の
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
反
応
で
、
地
球
が
膨

張
、
全
て
の
国
の
国
土
が
増
え
、
沈
ん
だ
島
々
が
海
底
の
隆
起
で
浮
き
あ
が
り
、

日
本
の
北
海
道
よ
り
上
で
、
ア
ラ
ス
カ
州
と
ロ
シ
ア
の
間
に
新
し
い
大
陸
も
出

来
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
天
然
資
源
が
大
量
に
発
見
さ
れ
、
世
界
が
恵
ま
れ
た
・
・

・
・
と
は
い
か
な
か
っ
た
。
そ
の
反
面
世
界
は
強
力
な
磁
場
で
、
電
子
機
器
は

荒
れ
、
世
界
の
ハ
イ
テ
ク
携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
、
無
線
機
器
、
そ
し
て
ハ
イ
テ
ク

軍
事
兵
器
も
、
全
て
が
使
用
不
能
に
陥
り
、
向
こ
う
二
週
間
は
使
い
物
に
な
ら

な
か
っ
た
。

８
月
２
２
日
、
国
連
は
、
こ
の
天
災
を
「
グ
ラ
ン
ド
パ
ニ
ッ
ク
」
と
名
づ
け
、

世
界
各
国
首
脳
を
緊
急
招
集
、
被
害
の
状
況
を
把
握
、
そ
し
て
新
し
く
で
き
た

大
陸
は
、
「
世
界
の
宝
庫
」
と
し
、
「
ワ
ー
ル
ド
大
陸
」
と
名
付
け
ら
れ
、
多

民
族
の
移
民
を
受
け
入
れ
を
決
定
し
た
。
こ
れ
が
後
の
「
エ
ル
ハ
ン
ド
連
合
共

和
国
」
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
頃
か
ら
、
磁
場
の
影
響
は
少
な
く
な
り
、
事
態

は
沈
静
し
た
が
、
軍
事
兵
器
に
は
こ
れ
ま
で
に
無
い
世
代
後
退
が
起
き
、
世
界

各
国
の
軍
部
は
、
磁
場
に
強
い
ハ
イ
テ
ク
兵
器
製
造
に
躍
起
に
な
る
。

そ
し
て
こ
の
グ
ラ
ン
ド
パ
ニ
ッ
ク
か
ら
一
つ
の
国
が
、
い
ち
早
く
全
て
を
克
服

し
た
、
そ
れ
は
日
本
だ
っ
た
。

日
本
は
世
界
に
冠
た
る
工
業
技
術
で
復
興
、
世
界
に
貢
献
、
そ
こ
で
引
き
起
こ

さ
れ
た
景
気
回
復
で
、
日
本
は
出
生
率
の
急
上
昇
、
そ
し
て
グ
ラ
ン
ド
パ
ニ
ッ

ク
の
恩
恵
の
天
然
資
源
が
大
量
に
発
掘
さ
れ
た
り
、
土
壌
の
健
全
化
で
、
国
の

資
源
問
題
解
決
、
そ
し
て
食
糧
生
産
が
非
常
に
良
く
な
っ
た
。
そ
し
て
新
生
日

本
は
２
０
２
０
年
１
月
１
日
を
も
っ
て
「
新
平
成
元
年
」
に
変
わ
り
、
憲
法
改

正
で
、
「
日
本
國
」
に
名
称
変
更
、
首
相
が
元
首
に
な
り
、
天
皇
一
族
は
、
「

國
主
」
と
な
り
、
国
の
象
徴
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
憲
法
九
条
は
変

わ
り
、
自
衛
隊
の
進
化
形
、
國
防
軍
が
創
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
日
本
は
ア
メ
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リ
カ
を
凌
ぐ
世
界
最
強
の
軍
隊
に
成
長
し
て
い
っ
た
。

２
０
５
０
年
、
日
本
の
人
口
は
、
２
億
４
千
万
人
に
増
え
、
世
界
で
エ
ル
ハ
ン

ド
に
次
ぐ
大
国
に
な
り
、
現
内
閣
総
理
大
臣
、
伊
吹
誠
元
首
首
相
の
政
策
で
、

工
業
農
業
水
産
業
、
全
て
が
豊
か
に
な
り
、
理
想
国
家
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

し
か
し
、
未
だ
に
、
韓
国
、
北
朝
鮮
の
融
合
国
家
「
朝
鮮
民
帝
」
、
世
界
一
の

国
土
を
誇
る
「
ロ
シ
ア
統
一
共
和
国
」
、
軍
拡
を
進
め
る
「
中
華
漢
族
民
国
」
、

世
界
の
警
察
と
呼
ば
れ
て
た
大
国
、
「
ア
メ
リ
カ
共
和
国
」
、
建
国
が
浅
い
な

が
ら
、
強
大
な
軍
事
を
有
す
る
「
エ
ル
ハ
ン
ド
連
合
共
和
国
」
な
ど
、
日
本
は

親
日
の
多
い
「
台
湾
共
和
国
」
以
外
仮
想
敵
国
、
し
か
も
大
国
に
囲
ま
れ
て
い

た
た
め
に
、
國
防
軍
も
増
強
さ
れ
て
い
っ
た
。

２
０
５
０
年
６
月
７
日
　
新
潟
県
日
本
海
沖
１
０
０
ｋ
ｍ
地
点

第
３
戦
略
機
動
艦
隊
旗
艦
、
ヘ
リ
空
母
「
か
い
ふ
う
」
以
下
イ
ー
ジ
ス
３
隻
、

対
艦
対
潜
巡
洋
艦
８
隻
、
高
速
警
備
艦
１
２
隻
の
計
２
４
隻
の
艦
隊
が
朝
鮮
共

和
国
Ｚ
ラ
イ
ン
を
哨
戒
を
し
て
い
る
。
「
か
い
ふ
う
」
艦
長
で
あ
り
艦
隊
長
、

長
船
和
沙
［
お
さ
ふ
ね
か
ず
さ
］
二
等
海
佐
は
た
め
息
を
つ
く
。
平
沢
雄
［
ひ

ら
さ
わ
ゆ
う
］
三
等
海
佐
は
気
に
か
け
る
。

「
艦
長
、
大
丈
夫
で
す
か
？
」

「
あ
、
あ
あ
、
何
だ
か
嫌
な
予
感
が
す
る
。
例
え
ば
朝
鮮
の
中
核
艦
隊
接
近
と

か
。
」

「
艦
長
・
・
・
不
吉
な
事
言
わ
な
い
で
下
さ
い
。
た
た
で
さ
え
最
近
国
際
情
勢

が
ま
ず
く
て
、
我
が
艦
隊
も
緊
張
が
絶
え
な
い
の
で
す
か
ら
。
」

長
船
の
言
葉
に
平
沢
と
周
り
の
ク
ル
ー
は
苦
笑
す
る
。
こ
こ
に
大
原
機
関
長
が

い
た
ら
苦
笑
じ
ゃ
な
く
て
、
喝
の
一
撃
を
あ
た
え
る
な
、
と
平
沢
は
思
う
。

「
レ
ー
ダ
ー
、
艦
隊
の
所
属
艦
に
遅
れ
は
な
い
な
？
」

「
大
丈
夫
で
す
副
長
、
我
が
艦
隊
は
い
つ
も
通
り
で
す
。
」

そ
う
か
、
と
呟
き
前
を
見
る
と
Ｚ
ラ
イ
ン
を
越
え
た
朝
鮮
領
に
３
隻
の
艦
、
視

界
８
ｋ
ｍ
先
、
あ
ん
な
先
で
も
見
え
る
と
は
、
大
型
戦
闘
艦
？
平
沢
が
横
目
を

見
る
と
、
長
船
も
気
づ
い
た
み
た
い
だ
。

「
レ
ー
ダ
ー
、
先
に
何
か
映
っ
て
な
い
か
？
」
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レ
ー
ダ
ー
を
覗
く
隊
員
は
首
を
振
り
。

「
い
い
え
、
晴
れ
て
る
の
に
前
方
の
艦
を
捉
え
ら
れ
て
ま
せ
ん
。
ス
テ
ル
ス
艦

？
い
や
、
こ
の
距
離
な
ら
こ
の
艦
の
レ
ー
ダ
ー
な
ら
反
応
す
る
は
ず
で
す
。
」

「
ど
ち
ら
に
し
ろ
警
戒
す
る
以
外
に
何
も
な
い
。
」

長
船
は
無
線
に
手
を
取
り
、
艦
隊
全
体
に
通
達
。

「
全
艦
に
緊
急
連
絡
、
至
急
艦
隊
散
開
、
高
速
艦
は
右
舷
、
左
舷
４
隻
ず
つ
展

開
、
中
央
に
は
残
り
を
散
開
、
作
戦
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
Ｂ
で
行
く
、
第
二
種

警
戒
態
勢
。
」

部
下
の
艦
が
動
き
だ
す
、
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
Ｂ
は
こ
の
第
３
戦
略
機
動
艦
隊
、

一
番
の
防
御
隊
形
に
変
わ
る
。

「
艦
長
、
ど
う
し
ま
す
か
。
」

「
朝
鮮
領
だ
、
ヘ
リ
を
飛
ば
し
た
ら
駄
目
だ
ろ
、
こ
こ
は
あ
え
て
定
期
航
路
の

哨
戒
行
動
で
行
く
。
」

Ｚ
ラ
イ
ン
ま
で
６
０
０
ｍ
手
前
で
左
旋
回
、
朝
鮮
艦
と
並
行
に
な
る
。

「
敵
は
撃
っ
て
く
る
の
か
・
・
・
。
」

艦
内
は
緊
張
が
走
る
。

「
敵
が
対
艦
ミ
サ
イ
ル
を
撃
ち
込
ん
で
く
れ
ば
、
國
防
軍
法
、
国
連
国
際
法
で

日
本
領
朝
鮮
領
関
係
な
く
反
撃
の
許
可
が
お
り
る
、
し
か
し
こ
ち
ら
に
被
害
が

被
る
の
は
免
れ
な
い
、
そ
し
て
ス
テ
ル
ス
以
上
の
レ
ー
ダ
ー
探
知
能
力
を
撹
乱

さ
れ
た
ら
、
旧
式
な
が
ら
我
が
軍
自
慢
の
４
２
式
短
距
離
対
艦
誘
導
弾
が
使
え

な
い
。
何
事
も
な
け
れ
ば
・
・
・
。
」

長
船
の
言
葉
が
全
員
の
気
持
ち
だ
っ
た
。
そ
の
時
、
朝
鮮
の
３
隻
の
戦
闘
艦
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
４
本
の
黒
い
棒
が
伸
び
る
。
そ
の
３
隻
の
上
に
電
気
の
塊
が
現

れ
る
。

「
な
ん
だ
あ
れ
は
！
」

平
沢
の
大
声
に
負
け
な
い
声
で
観
測
員
が
叫
ぶ
。

「
艦
長
！
あ
そ
こ
の
艦
か
ら
強
烈
な
磁
場
反
応
！
グ
ラ
ン
ド
パ
ニ
ッ
ク
の
後
遺

症
、
ま
れ
に
起
き
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ス
パ
ー
ク
が
人
為
的
に
な
っ
て
ま
す
！
！
」

「
は
あ
？
！
そ
ん
な
の
く
ら
っ
た
ら
た
だ
じ
ゃ
済
ま
ん
ぞ
！
」

観
測
員
の
言
葉
に
平
沢
は
い
ら
だ
ち
を
露
わ
に
す
る
。
長
船
は
無
線
機
を
取
り
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出
し
。

「
全
艦
、
衝
撃
に
備
え
ろ
！
甲
板
に
い
る
も
の
は
艦
内
に
退
避
！
全
力
前
進
！

！
あ
い
つ
ら
か
ら
早
く
離
れ
ろ
！
」

長
船
の
指
示
の
前
か
ら
、
部
下
の
艦
は
危
険
を
察
知
し
て
「
か
い
ふ
う
」
の
周

り
に
護
衛
に
回
り
な
が
ら
、
９
０
度
左
旋
回
。
長
船
は
艦
内
に
も
指
示
を
出
す
。

「
機
関
！
エ
ン
ジ
ン
が
焼
き
つ
く
ほ
ど
加
速
し
ろ
！
」

「
了
解
し
た
よ
！
機
関
長
の
名
に
か
け
て
な
！
」

機
関
長
、
大
原
満
［
お
お
は
ら
み
つ
る
］
一
等
海
尉
は
心
強
く
言
う
。

長
船
は
後
悔
し
た
。
く
そ
、
心
の
中
で
つ
ぶ
や
い
た
。
そ
の
瞬
間
、
電
気
の
塊

が
弾
け
た
。
ぴ
か
っ
と
光
り
、
あ
た
り
を
漂
白
す
る
、
そ
こ
か
ら
一
秒
た
た
ず

衝
撃
波
が
襲
う
。
指
揮
室
が
揺
れ
、
長
船
は
倒
れ
こ
み
、
平
沢
は
床
に
手
を
つ

い
て
し
ゃ
が
み
こ
む
が
間
に
合
わ
ず
飛
ぶ
。
数
秒
後
、
衝
撃
波
が
お
さ
ま
り
、

あ
た
り
が
元
通
り
に
な
る
。
長
船
は
立
ち
上
が
り
な
が
ら
胸
を
押
さ
え
る
。
く

そ
、
あ
ば
ら
が
や
ら
れ
た
。

「
艦
長
！
大
丈
夫
で
す
か
！
」

「
あ
ば
ら
の
２
、
３
本
や
ら
れ
た
が
大
丈
夫
だ
。
他
は
！
」

指
揮
室
の
も
の
か
ら
大
丈
夫
で
す
と
返
答
し
た
。
長
船
は
頷
い
た
後
無
線
で
叫

ぶ
。

「
攻
撃
能
力
の
あ
る
全
艦
！
４
２
式
発
射
用
意
！
！
」

そ
こ
に
砲
撃
長
、
市
島
哲
［
い
ち
じ
ま
て
つ
］
二
等
海
尉
が
無
線
で
異
を
唱
え

る
。

「
艦
長
！
４
２
式
は
、
映
像
認
識
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
追
尾
式
の
４
６
式
短
距
離
誘

導
弾
と
違
い
、
こ
れ
は
旧
式
の
レ
ー
ダ
ー
追
尾
式
誘
導
弾
で
す
！
レ
ー
ダ
ー
に

映
ら
な
い
艦
に
は
あ
た
り
ま
せ
ん
！
」

「
そ
れ
な
ら
目
視
で
撃
ち
込
め
！
当
た
ら
な
い
な
ら
、
ば
ら
撒
い
て
敵
に
威
嚇

し
ろ
！
ど
う
せ
来
月
に
は
４
６
式
対
応
艦
に
最
新
改
修
を
全
艦
に
施
さ
れ
る
ん

だ
！
不
要
な
４
２
式
を
全
弾
使
っ
て
も
、
文
句
は
言
わ
れ
な
い
！
遠
慮
す
る
な

！
」

長
船
は
胸
の
痛
み
を
我
慢
し
て
劇
を
飛
ば
す
、
長
船
の
激
に
押
さ
れ
て
、
攻
撃

可
能
艦
が
一
斉
に
４
２
式
を
撃
ち
あ
げ
ら
れ
る
。
ミ
サ
イ
ル
は
朝
鮮
艦
の
近
く
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に
落
ち
、
爆
発
、
水
が
爆
［
は
］
ぜ
、
水
柱
が
次
々
上
が
る
。
し
か
し
ミ
サ
イ

ル
は
当
た
ら
ず
、
朝
鮮
艦
が
ゆ
う
ゆ
う
と
引
き
揚
げ
る
。
長
船
が
悔
し
く
て
唇

を
か
み
し
め
た
そ
の
時
３
発
の
対
艦
ミ
サ
イ
ル
が
長
船
の
艦
隊
を
通
り
越
し
、

１
隻
の
艦
に
命
中
、
炎
を
あ
げ
て
沈
む
。
指
揮
室
の
窓
か
ら
空
を
見
上
げ
る
と
、

純
国
産
マ
ル
チ
ロ
ー
ル
戦
闘
機
、
４
０
式
万
能
戦
闘
機
「
飛
空
」
［
ひ
く
う
］

又
の
名
を
Ｄ
Ｍ
－
２
の
三
機
が
き
れ
い
な
編
隊
で
飛
ん
で
い
た
。
４
６
式
映
像

認
識
追
尾
式
短
距
離
誘
導
弾
を
放
っ
た
の
は
こ
の
三
機
だ
。

「
こ
ち
ら
新
潟
海
上
航
空
基
地
所
属
、
第
６
１
３
航
空
隊
で
す
！
第
３
戦
略
機

動
艦
隊
大
丈
夫
で
す
か
？
」

「
こ
ち
ら
第
３
戦
略
機
動
艦
隊
艦
隊
長
長
船
で
す
。
援
護
感
謝
し
ま
す
。
そ
ち

ら
か
ら
見
て
、
部
下
の
艦
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
レ
ー
ダ
ー
が
回
復
し
て
な

い
の
と
無
線
が
交
信
出
来
な
い
艦
が
あ
る
の
で
。
」

「
了
解
、
数
え
ま
す
。
」

１
，
２
，
３
、
と
航
空
隊
員
が
数
え
る
声
に
、
長
船
、
平
沢
は
息
を
の
む
。

「
こ
ち
ら
６
１
３
航
空
隊
、
航
行
不
能
艦
６
隻
あ
り
ま
す
が
、
全
艦
無
事
で
す

！
」

航
空
隊
員
の
言
葉
に
長
船
は
ふ
う
と
体
の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
る
。

「
あ
り
が
と
う
。
君
た
ち
に
護
衛
が
頼
め
る
か
な
、
こ
ち
ら
の
戦
力
は
す
で
に

２
０
％
も
な
い
。
」

「
了
解
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
護
衛
し
ま
す
。
私
た
ち
は
先
遣
隊
で
、
他
に
も

増
援
の
航
空
隊
が
き
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
あ
と
、
新
潟
軍
港
か
ら

牽
引
艦
も
出
動
し
て
い
ま
す
。
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
」

「
手
際
の
良
い
空
軍
に
サ
ン
ク
ス
。
そ
れ
で
は
交
信
終
了
。
」

長
船
は
無
線
を
置
く
と
平
沢
に
向
っ
て
。

「
平
沢
、
お
れ
の
指
揮
ミ
ス
だ
な
。
」

「
艦
長
、
違
い
ま
す
よ
。
艦
長
は
我
が
艦
隊
の
誇
り
、
艦
隊
に
従
事
す
る
も
の

全
員
恨
ん
で
ま
せ
ん
。
」

長
船
が
指
揮
室
内
を
見
回
す
と
、
全
員
艦
長
に
信
頼
の
眼
差
し
、
士
気
の
高
い

眼
差
し
を
向
け
た
。
長
船
は
こ
み
上
げ
る
も
の
を
押
さ
え
、
前
を
向
き
。

「
平
沢
、
あ
い
つ
ら
は
俺
ら
の
手
で
沈
め
る
ぞ
。
」
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「
は
い
！
！
」

長
船
は
誓
っ
た
、
部
下
全
員
を
信
じ
る
と
。
そ
し
て
こ
こ
ま
で
損
害
を
負
わ
せ

た
あ
の
戦
闘
艦
２
隻
を
沈
め
る
事
を
。

第
３
戦
略
機
動
艦
隊
被
害
状
況

航
行
不
能
６
隻

攻
撃
不
能
１
２
隻

無
傷
な
し

機
械
損
傷
全
艦

死
者
０
名

重
軽
傷
者
全
員

続
く
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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